
安
倍
晋
三
総
理
大
臣
の
バ
ル
ト
３
国（
エ
ス
ト
ニ

ア
、
ラ
ト
ビ
ア
、
リ
ト
ア
ニ
ア
）訪
問（
２
０
１
８
年

１
月
）を
契
機
に
、「
日
バ
ル
ト
政
策
対
話
」
の
枠
組

み
が
立
ち
上
が
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）や
物

流
イ
ン
フ
ラ
等
の
分
野
で
の
協
力
の
機
運
が
高
ま
っ

て
い
る
。
ま
た
、
同
地
域
は
西
欧
、
中
欧
、
ロ
シ
ア

へ
の
ゲ
ー
ト
ウ
エ
ー
に
あ
た
る
場
所
に
位
置
し
、
地

政
学
的
に
も
要
衝
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
日
Ｅ
Ｕ
関

係
の
観
点
か
ら
は
、
２
０
１
９
年
２
月
の
日
Ｅ
Ｕ

Ｅ
Ｐ
Ａ（
経
済
連
携
協
定
）発
効
を
受
け
、
バ
ル
ト
３

国
と
の
貿
易
投
資
も
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
な
か
、
経
団
連
と
し
て
、
２
０

１
９
年
１１
月
１０
日
か
ら
１６
日
に
か
け
て
、
バ
ル
ト
３

国
に
１６
社
３２
名
で
構
成
さ
れ
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
派
遣

し
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
模
様
に
つ

い
て
紹
介
し
た
い
。

各
国
の
特
徴

�
エ
ス
ト
ニ
ア
〜
電
子
政
府
を
推
進

エ
ス
ト
ニ
ア
は
、
電
子
政
府
へ
の
取
り
組
み
が
最

大
の
特
徴
で
あ
る
。
同
国
で
は
、
個
人
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド

（
日
本
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
相
当
）に
基
づ
き
、

年
金
の
受
給
、
納
税
、
投
票
な
ど
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上

で
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
み
な

ら
ず
、
銀
行
決
済
、
医
療
な
ど
の
民
間
サ
ー
ビ
ス
も

個
人
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
で
受
け
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
普
及

率
は
９８
％
以
上
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
行

政
・
民
間
サ
ー
ビ
ス
の
連
動
は
、
わ
が
国
に
お
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
普
及
さ
せ
る
う
え
で
も
参

考
に
な
る
点
が
多
い
。
な
お
、
同
国
は
電
子
政
府
の

ア
フ
リ
カ
諸
国
へ
の
展
開
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

途
上
国
に
お
け
る
行
政
手
続
き
の
効
率
化
、
透
明
性

向
上
の
観
点
か
ら
、
わ
が
国
と
し
て
も
本
件
に
か
か

る
エ
ス
ト
ニ
ア
と
の
第
三
国
協
力
の
可
能
性
を
模
索

し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
エ
ス
ト
ニ
ア
で
は
日
本
と
同
様
、
労
働
力

不
足
へ
の
対
応
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ケ
ル
ス
テ

ィ
・
カ
リ
ユ
ラ
イ
ド
大
統
領
と
面
会
し
た
際
、
先
方

よ
り
、
作
業
効
率
向
上
の
た
め
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の

導
入
に
関
し
、
日
本
企
業
に
期
待
し
て
い
る
と
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
後
、
具
体
的
な

ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

�
ラ
ト
ビ
ア
〜
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
支
援

ラ
ト
ビ
ア
で
は
、
産
学
官
が
デ
ー
タ
を
活
用
し
て

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
「D

ata
D
riven

N
ation

」
を
標
榜
し
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
支
援

す
る
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
経
団

連
が
掲
げ
る
「Society

5.0

」、
す
な
わ
ち
デ
ジ
タ

ル
革
新
と
多
様
な
人
々
の
想
像
・
創
造
力
の
融
合
に

よ
っ
て
、
社
会
課
題
を
解
決
し
、
価
値
を
創
造
す
る

社
会
の
実
現
に
向
け
て
も
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ

り
、
わ
が
国
の
将
来
の
社
会
像
を
描
く
う
え
で
も
参

考
に
な
る
点
が
少
な
く
な
い
。
現
地
で
は
、
人
工
知

能
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
ド
ロ
ー
ン
、
自
動
運
転
な
ど
の
技

術
を
開
発
し
て
い
る
企
業
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

の
機
会
が
あ
り
、
若
く
て
意
欲
的
な
経
営
者
か
ら
日

訪
欧
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
派
遣
し
て

バ
ル
ト
３
国
と
の
貿
易
投
資
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
分
野
の
協
力
を
促
進
副会長／ヨーロッパ地域
委員長／三菱ケミカルホ
ールディングス社長

ヨーロッパ地域委員長
住友生命保険会長
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本
企
業
と
の
協
業
を
提
案
さ
れ
た
。
ま
た
、
ク
リ
シ

ュ
ヤ
ー
ニ
ス
・
カ
リ
ン
シ
ュ
首
相
か
ら
は
、
同
国
が

自
由
経
済
地
域
に
お
い
て
提
供
し
て
い
る
税
制
上
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
活
用
し
、
日
本
企
業
に
ぜ
ひ
進

出
し
て
ほ
し
い
と
の
呼
び
か
け
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、

日
本
の
中
小
企
業
が
自
由
経
済
地
域
を
活
用
し
、
ラ

ト
ビ
ア
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
連
携
す
る
の
も
一
案

で
あ
り
、
将
来
が
楽
し
み
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
ラ
ト
ビ
ア
の
経
済
界
か
ら
は
、
日
Ｅ

Ｕ
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
発
効
以
降
、
日
Ｅ
Ｕ
間
の
貿
易
が
拡

大
し
て
い
る
こ
と
へ
の
歓
迎
の
意
が
表
せ
ら
れ
る
と

と
も
に
、
今
後
、
木
材
や
食
品
の
対
日
輸
出
が
増
え

る
こ
と
へ
の
期
待
が
示
さ
れ
た
。
わ
が
国
と
し
て
も
、

バ
ル
ト
３
国
最
大
の
リ
ガ
港
を
ハ
ブ
の
１
つ
と
し
て

有
効
活
用
す
る
な
ど
、
日
Ｅ
Ｕ
Ｅ
Ｐ
Ａ
を
て
こ
に
、

Ｅ
Ｕ
市
場
全
体
を
見
据
え
た
貿
易
戦
略
を
構
築
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。

�
リ
ト
ア
ニ
ア
〜
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
が
優
先
課
題

リ
ト
ア
ニ
ア
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
最

優
先
課
題
に
掲
げ
て
い
る
。
同
国
は
、
現
在
電
力
の

多
く
を
ロ
シ
ア
か
ら
輸
入
し
て
い
る
が
、
電
力
網
を

Ｅ
Ｕ
と
同
期
化
す
る
こ
と
で
、
２
０
２
５
年
を
め
ど

に
、
ロ
シ
ア
と
の
電
力
網
を
切
断
す
る
計
画
を
進
め

て
い
る
。
ギ
タ
ー
ナ
ス
・
ナ
ウ
セ
ー
ダ
大
統
領
は
、

Ｅ
Ｕ
と
の
電
力
同
期
化
を
「
１
９
９
１
年
の
ソ
連
か

ら
の
独
立
後
、
残
さ
れ
た
最
後
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
と
ら
え
て
お
り
、
わ
が
国
の
協
力
へ
の
期
待
が
示

さ
れ
た
。
現
在
、
日
本
企
業
が
本
件
に
関
す
る
調
査

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
２
０
２
０
年
に
は
一
部
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
入
札
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
日

本
企
業
が
参
加
す
る
か
た
ち
で
、
具
体
的
な
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
結
び
付
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
同
国
で
は
ベ
ラ
ル
ー
シ
・
ロ
シ
ア
と
バ
ル

ト
海
沿
岸
の
ク
ラ
イ
ペ
ダ
港
を
結
ぶ
東
西
鉄
道
網
が

存
在
す
る
半
面
、
Ｅ
Ｕ
と
の
連
結
性
強
化
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ

（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）、
カ
ウ
ナ
ス（
リ
ト
ア
ニ
ア
）、
リ
ガ

（
ラ
ト
ビ
ア
）、
タ
リ
ン（
エ
ス
ト
ニ
ア
）間
の
約
８
７

０
�
を
縦
断
す
る
Ｅ
Ｕ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「R

ail
B
al-

tica

」
を
２
０
２
６
年
ま
で
に
完
成
さ
せ
る
こ
と
が

目
標
で
あ
り
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
含
む
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
に
お
け
る
日
本
企
業
の
参
入
が
期
待
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

各
国
の
共
通
点
〜
Ｅ
Ｕ
な
ら
び
に

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と
の
連
携
強
化

今
回
の
訪
問
を
通
じ
て
、
バ
ル
ト
３
国
が
ロ
シ
ア

と
の
経
済
関
係
を
重
視
し
つ
つ
も
、
安
全
保
障
の
観

点
か
ら
、
Ｅ
Ｕ
な
ら
び
に
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
と
の
連

携
を
強
化
し
て
い
る
点
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
例
え

ば
、
エ
ス
ト
ニ
ア
で
は
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
備
え
、

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
サ
イ
バ
ー
防
衛
協
力
セ
ン
タ
ー
を
誘
致
す

る
、
ま
た
、
個
人
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
ル
ク
セ

ン
ブ
ル
ク
に
設
置
す
る
な
ど
の
措
置
を
と
っ
て
い
る
。

ラ
ト
ビ
ア
に
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
が
常
駐
し
て
お
り
、
国

防
予
算
も
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
２
％
超
に
及
ん
で
い
る
。
リ
ト

ア
ニ
ア
に
つ
い
て
も
、
Ｅ
Ｕ
と
ロ
シ
ア
の
結
節
点
と

し
て
の
機
能
を
果
た
す
一
方
で
、
Ｅ
Ｕ
と
の
電
力
同

期
化
に
よ
っ
て
ロ
シ
ア
依
存
か
ら
の
脱
却
を
計
画
し

て
い
る
こ
と
は
上
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

今
回
の
訪
問
を
通
じ
て
、
バ
ル
ト
３

国
が
政
治
面
で
は
Ｅ
Ｕ
や
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
へ

の
加
盟
を
通
じ
て
欧
州
の
一
員
と
し
て

の
立
場
を
強
化
し
、
経
済
面
で
は
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
の
支
援
等
を
通
じ
て
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
核
と
す
る
産
業
立
地
を
目
指
し
て

い
る
こ
と
が
具
体
的
に
わ
か
っ
た
。
今

後
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

し
、
具
体
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
が
展
開
で
き

る
よ
う
環
境
整
備
に
努
め
た
い
。
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